
☆ こんなふうにがくしゅうできるといいね

・いえにかえったらすぐにがくしゅうする。
・なんじまでにがくしゅうをおわらせるのかきめる。
・まいにち２０ぷんぐらいがくしゅうする。
・しせいよく、ただしいえんぴつのもちかたにきを

つける。
・がくしゅうするばしょをせいりせいとんする。
・がっこうからのぷりんとやしゅくだいをおうちの

ひととたしかめる。

☆ こんながくしゅうを、
 こんなやりかたでやるほうほうもあるよ。

【こくご】 
・きょうかしょをよむ：

いまがくしゅうしているところを３かいよむ。

・ひらがな・カタカナをかく：
ならったじを、かきじゅんにきをつけてかく。

・かんじをおぼえる：（ドリルなどをつかって）
①かんじのところを３かいよむ。
②ひらがなのところをみて、ノートにかんじに

なおしてかく。
③もういちどかんじのところをみて、まるつけ

をする。
④まちがえたところはノートに３かいかく。

１ねんせいのかていがくしゅうは・・・



・にっきをかく：
「いつ・どこで・だれと・なにをしたか」をかく。 

おもったこと・かんじたこと・かんがえたことも
かけるといいね。

・どくしょをする：
いろいろなほんをよみ、カードにきろくをする。

 【さんすう】
・きょうかしょのもんだいをとく：

がっこうでがくしゅうしたところを、もういちど
ノートにやってみる。

・けいさんのれんしゅうをする：（ドリルなどをつかって） 

①もんだいをノートにうつす。
②しきやこたえをかく。
③こたえをみてまるをつける。
④まちがえたところは、おうちのひとやせんせい

にきいてときなおす。

☆ がくしゅうようタブレットたんまつをつかうとこんな
 がくしゅうもできるよ。

・ おうちのひとといっしょにみつけたものをしゃしん
にとって、おうちのひととそのことについて
おはなしする。

・ イーライブラリで、もんだいをとく。

　がくしゅうじかんやがくしゅうするないよう

など、じぶんのもくひょうをたててみよう。
もくひょう
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